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東アジアにおける企業間国際分業 

―自動車産業の EV 化をめぐって― 

 

趣旨 

主に自動車産業を対象にして、国際生産ネットワー クないしサプライチェーンについて

の現状と将来の見通しを議論することを一つの課題とする。自動車産業における EV 化や 

CASE*といった競争の新しい局面は、さらに自動車産業を超えて、IT 企業・ソフトウェア

企業や半導体・電気機器産業など幅広い産業を巻き込もうとしている。そこから新しい企業

間関係やプラットフォーム・ビジネスが生み出されつつあり、そのような企業間関係からど

のような業種や企業が新たな競争優位を勝ち取っていくのか、大きな局面展開あるいは新

しい次元の産業の創出につながっていく可能性もある。 

しかし今また、米中のデカップリングという大きな環境変化の中で企業間の競争関係は

複雑化している。このような厳しい対立と競争は、自動車産業の EV 化の現状と将来につい

て様々な角度から検討していくことを必要としている。国際生産ネットワークやサプライ

チェーンの形成にも更なる変化が求められる可能性もある。 

そして、日本の数少なくなったキーインダストリーの自動車産業が、電気機器産業や半導

体産業のようにその競争的地位を低下させてしまうとすれば、日本経済へのインパクトは

計り知れない。fun to drive の「良いクルマ」さえ作れば顧客は買ってくれる、自動車産業

は安泰だ、というようなモノづくりの考え方だけでは情報化・IT 時代の競争から取り残さ

れていく可能性もある。 

このような課題についてそれぞれの専門家が縦横に議論を展開することが今回のアカデ

ミック・フォーラムの趣旨であり、議論の課題である。 

（ *C＝Connected, 接続性、A＝Autonomous, 自動運転、S＝Shared＆Services,シェアリ

ング＆サービス、 E=Electric, 電動化） 
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